
学

会

通

信

三

〇
〇
九
年

一
二
月
～
二
〇

一
〇
年
六
月
)

◎
学
会
活
動

現
代
中

国
学
会
主
催
講
演
会

三
月

一
六

日

「中
国
台
頭

の
背
後

に
1
個
人

・
共

同
体

・
そ
し
て
国
」
許
紀
森

(中
国
華
東
師
範
大

学
歴
史
系
教
授

)

◎
学
会
員
活
動

川

村
亜

樹

『
二
〇

世
紀

ア
メ

リ
カ
文

学

の
ポ

リ

テ
ィ
ク

ス
』

(共
著
、
世
界
思
想
社
、
二
〇

一
〇
年

六
月
)

黄

英
哲

『
華
麗
島
的
冒
険
-
日
治
時
期
日
本
作
家

的
台
湾
故

事
』

(共
編
、
台
湾
麦

田
出
版
、

二
〇

一
〇
年

一
月
)
、

「跨

界
者
陶
晶
孫
的
台
湾
観
察
-

論

『
淡
水
河
心
中
』
」
(学
会
発
表
、
東
南
亜
与
東

北
亜
1

"複
線
歴
史

与
多
元
文
化
的
再
省
思
"
学

術
検
討
会
、

二
〇

一
〇
年

二
月
二
ニ
ー
二
四
日
、

於
中
国
清
華
大
学
)
、

「越
境
者
と
し
て
の
陶
晶
孫

1

『淡
水
河
心
中
』
論
」
(
『立
命
館
文
学
』
第
六

一
五
号
、

二
〇

一
〇
年
三
月
)

高

明
潔

「国
際
社
会

に
向
か
い
合
う
中
国

の
民
間

組
織
」

(報
告
、
愛
知

大
学
国
際
中
国
学
研
究

セ

ン
タ
ー

・
北
海
道
大
学
東
ア
ジ
ア
メ
デ
ィ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
共
催
、
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「現
代
中

国

の
国
際
的

影
響
力

拡
大

に
関

す
る
総
合
的
研

究
」

二
〇
〇
九
年

一
二
月

一
九
日
、
於
愛
知
大
学

名
古
屋
校
舎
)
、
「中
国

に
お
け
る
多
言
語
共
生
状

態

に
関
す

る

一
考
察
」

(報
告
、
愛
知
大
学
国
際

問
題
研
究
所
研
究
報
告
会
、
二
〇

一
〇
年
六
月
、

於
愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
)

砂
山
幸
雄

「並
木
頼
寿
氏

の
遺
稿

に
寄
せ
て

(『
中

国
研
究
月
報
』
X
10

1
0
年
二
月
号
)

醇

鳴

「在
日
中
国
人
子
女

の
言
語
使
用
意
識
と

エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
」

(報
告
、
「
共
同
研
究
会

日
本

に

お
け
る
移
民
言
語

の
基
礎
的
研
究
」

X
10

1
0
年

三
月

一
九
日
、
於
国
立
民
族
学
博
物
館
)
、
『言
語

と

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
』

(共
著
、
好
文
出
版
、

二
〇

一
〇
年
三
月
)

馬
場

毅

「中
国

の
対
外
教
育
ー
孔
子
学
院
を
中
心

に
」

(報
告
、
愛
知
大
学
国
際
中
国
学
研
究

セ
ン

タ
ー

・
北
海
道
大
学
東

ア
ジ
ア
メ
デ

ィ
ア
研
究

セ

ン
タ
ー
共
催
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「現
代
中
国

の
国
際
的
影
響
力
拡
大

に
関
す
る
総
合
的
研
究
」

二
〇
〇
九
年

一
二
月

一
九
日
、
於
愛
知
大
学
名
古

屋
校
舎
)
、

「近
代
中
国
華
北
農
村

の
水
利
組
織

と

村
落

・
宗
教
圏

に
つ
い
て
1

河
北
省
邪
台
県
を
中

心
に
」

(論
文
、
『
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀

要
』第

一
三
五
号
、
二
〇

一
〇
年
三
月
)
、

「小
林

一

義
著

『中
華
世
界

の
国
家
と
民
衆
』
上

・
下
巻

」

(書
評
、
『中
国
研
究
月
報
』
二
〇

一
〇
年

二
月
号
)

松
岡
正
子

「五

・
一
二
波
川
地
震
後
先
族
民
族
文
化

資
源
的
重
建
与
創
構
1

"莞
文
化
"是
悠
様
被
創
構

的
」

(基
調
講
演
、
国
立
壁
北
芸
術
大
学
文
化
資
源

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
〇
九
年

一
二
月
)、
『
四
川

の

チ

ャ
ン
族
-
波
川
大
地
震
を

の
り

こ
え
て
〔這
凱
(T

2
00
9
)』

(共
編
、
風
響
社
、
二
〇

一
〇
年

三
月
)

中

国
21

%
.34

予
告

(11
年
-
月
刊
行
予
定
)

特
集

◎
民

族

・
国

家

・
開

発

(仮
題
)

民
族
地
区
は
、
状
況
が
見
え

に
く

い
。
事
あ

る
ご
と

に
情
報

が
制
限
さ
れ
、
突
然
途
絶
え

て

し
ま
う
か
ら
だ
。
貧
困
解
消
を
め
ざ

し
た
西
部

大
開
発
が
と
な
え
ら
れ
て
十
年
、
巨
額

の
公
的

資
金
が
投
入
さ
れ
た
経
済
開
発
は
、
誰
を
潤
し

た
の
か
。
民
族
自
治
区
で
は
、
漢
族

が
急
増
す

る

一
方

で
、
少
数
民
族
が
沿
岸
地
区
の
都
市

に

出
稼
ぎ

に
向
か
う
。
漢
族
人

口
は
、
内

モ
ン
ゴ

ル
や
寧
夏
で
は
約
八
割

に
達
し
、
新
彊

で
は

一

九

四
九
年
に

一
割

に
も
満
た
な
か

っ
た
の
が
四

割

を
超
え
た
。
政
府
は
民
族
地
区
を
ど
の
よ
う

な
形

に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

二
〇
〇

一
年

に
改
正
さ
れ
た
民
族
区
域
自
治
法
で
は
、

公
的
機
関

の
民
族
幹
部
枠

が
設
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
義
務
教
育
初
期
か
ら
の
中
国
語
教
育
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
。
国
民
教
育

の
普
及
が
着

々

と
進

め
ら
れ

る
な
か
、

西

の
新

彊
や
南

の
チ

ベ
ッ
ト
、
北

の
内

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
厳
し

い
監
視

体

制

の
も
と
根
強

い
不
満

と
緊
張

が
続

く
。

田
・
34

で

は
、

現
場

を
知

る
気

鋭

の
研

究

者

が
、
開
発
を
キ
ー

ワ
ー
ド

に
、
民
族
地
区

の
現

状
と
課
題

を
分
析
す
る
。

【論
説

】
王
桐
、
大
川
謙
作
、
片
岡
樹
、
小
島

麗
逸

、

シ

ン
ジ

ル
ト
、

田
暁

利
、

長
谷
千

代

子
、
星
野
昌
裕
、
村
上
大
輔
、
楊
海
英

ほ
か

303


